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日本

の大学は、
果
た
し
て
刷
版競

争力を持っ
て
い
るん
で
しょ
うか。

少
な
く

とも国
際的な
知
的
領域
では

疑問

ですゐ。
二
十一
世
紀
の
日本
に

とっ

王建
こ

良知的
詰
阪口

献だ
と

思うん

ですか、
槌

点とな
る

べ

き大学の

現状をみ

る宍
こ
包臨

ま
で
い
い
のか
とい
う
思
い
に

なりれ

ます。

知の国際貢献

日
本
社会は
すべ
て
に
おい
て
縦割

り
な
ん

ですよl

g僚機構
にし
て
も、

大
学
にし
て
も。
若
者
た
ちは

大学を

人生
股肝

の巾で
巡
ん
で
い
る
の
では

なく 、
だいたい
品種悩
で決めたり

し
て
い
る。｝
度
そ
の六
学

に入ると、

自
分
の
個性

と合わな
い
分野で
も
や

り紛けるこ
と
に
なる。
そ
の
辺
を横

断
的
に切
り開
くこ
とがい
事忍
裂
な

ん

です。
一
橋

大山》と東京
工

業大学、

班点

医
科
姻料大
学、

堤氏一外同

崎大学
は

中泰
山鳥星

． 嶺雄さん
「
大
学
辿
合」

を組む
予定
です。
点

京
外大は、
学
内
肘
躍
を軍
ね
て来
年

四
月
ス
ター
ト

の大学迎
合へ
の
拶加

を目指してい

ます。

そ
れ
ぞ

れ切門
性

が附く

ぼ統わあ

る国立大
学
で、

協β
し合

えば失陥

刻泉が
山
る。
一
つ

の穴一学
明ほ
や
り

に
く
い

複合領域や学
際的

な領域
の

迎

合捜棋をしたり、

制一入学や線数

学位取得を
可
能
にし、
博士
論文
の

共同容
任

務するとか：・。
い
ろい
ろ

な

可能性

を探ろ、
？と、
学

以同士
で

将
来

の必を阿川っ
たの

が持制です。

東京大
学
など
い
わ
ば
旧
帝
大と
迫っ

た
専門
性
と相在

補完性
を持っ
た国

際的
な
存在
に
な

るはず

です。

これまでの国立大学は脱争原周

が人字 、－度助手疑問されれ

ば

そ句老薮樫い
な
れ

るなど、
ぬ

登志

の中で過
ご
し
て

芸品した”

でも世
界は、
もっ
と
迫っ
た
続争
の

中

で動いて

い$守”
日
本
の大
学、

特
に国立大学は、
・6急建船団方

式で
やっ
てい
く

時代じ
ゃ
ない
です

ね。

// 

ヂ
少
子山
が地
ん
で
も、
日

市ザ教円以

ます古めず盟
麗に
な
りま
す。
社会人

の

同教ηと
か
留学生
の受
け入
れと

か、
対
応に
よっ
て
非
常
に
可能
性が

広
が
奇
．
β
で、
し

犬しない
でい

ると志
願民間
わ
単6

2ハゆく
なっ
てし

まう
だ
から、
創
立大

月五狂
来の

国
の
組
織
か、り切
り
離
し、
法

人絡を

も

たせる独立
行政
法
人化
は、

本当

に
や
る以の

ある大
学、

個性的な六

学
に
とっ
ては
む
し
ろ
F
ャ
ノ
λ
で

守。

私が
国際
事務総

長を務
めてい
る

ア
ジ
ア太
平
洋大
学
交

流機構
（U
M

八
P）
は、
アツ
ア
太

平洋地
峨全
体

で
巾
位
瓦換
を池
めよ‘
？と
し
てい
ま

す。
問

内だけで

なく悶
際的
に
も、

大
学
問
の唱
を低
く
しLも
っとし
てい

． 

． 

．．． 

県京
外
国
活大
学
長。
同
立
大
学

協会副
会長、
文
部
約
犬
学
情
地…

…

会特別損

口なと

の江副
で六
学

改川町に
取
り
組む。
松

本市出
身。

山
刷
版。
同
市
神
田
の自
宅
「盟
岳
山
荘」
で

るん
で
す。

金

界寄り留学
生
委

け入れ
て
いく
こ

とも大
事
な国際
民

献
で
す。
日本へ
の
留
学

は噌が
商い。

こ

れを奪え
て
い

かなけれ
ば、
アヲ

ア

の勇作家生

ぎりに米国なと

に
流れ

てレ寄っ。
なに
もお金（
円

筒抜
な
ど）

とか、
P
K
O
（
函
連平

和

維持活
動）
とか
寄

でなく、
知

的
な
レベ
ル
の白
際
賞

献が大事だと

受ザん
です。「氏の時代」へ

一
ト一

位紀は、
グロ
ーバ
ル化
の

跡
代
とい
われ
る
ように
国
邸が
だ
ん

だん
低

くなリぷす。
人
の交

流にし

て
も、

続開にし
て
も、
I
T（
納報

技術）

市命にし
て
も、

関宋とい
う

よ
り
民
間
が主
役。
二十世
紀は
「公

の
時
代」

でしたが、一一
十一
戸
程

「
民の
附
代」

です。
公

の時代は結

向 、
同が主
導－M手から 、
そこ
に

桝hH
が介
伍し、

非人
凶的

な状況も

生
じ
る。

社会
主
授
や
開
発独
成が
そ

れ
です。

もつ少
し人
間的
な社
会
を

考
え
て
い
くと、
お

のずと

悶家と
い

う
の
は
変容し
て
い
華字。

去ろ
’

ん国
家
は
必盛
で
すが、
従来の
聾はご

郁災に低くなり 、思わぬ人の交流←

が
生
まれ
る。
そ
う
U
つ
時代が一一
十一

一
世紀r片
叙よ9。

一

私の
ゼミ
の女
子学
生
だっ
たん
で一

すが 、数年前に米国へ留学し 、帰一

間後
は
汗年
海外
協刀
隊
口
と
しず丸一

ナ
マ
で
樹枇
活
撃し
て
い
き
た。一

大
学で
学p怨
ロシ
ア
語
や英店、
現一

地
で
身に
付
けた
スペ
イン
相手溜使一

し
て、
国際的
に
活
翻し
て
い
る。
学一

生
時代
なり
目立っ
て
い
た
わ
りじゃ
－

な
いん
で
すよゅ

そ

窓え

子が先
目的っ
て
き
て

今

度は国辿

の一活問民少加す
るので・

ニュ
ー
ヨー
クに
行く
！
と
Jっ
て
ま

し
た。
私たち
の

時代に
は
考
えら
れ

なかっ
た
挑械
です
表。
も

のすご

く
大
き
な世
界
で生
き
てい
る。
大
学

は、
そ

うレた若

占を宵

てたい
ん
で

すω
そ
れ

が圏際立

献だと
思『

字んで

すよ。

山ろく清談　信濃毎日新聞-2000.08.04


